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β2glycoproteinl抗体とlupus　anticoagula 皿1の 意義 につ

い て
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予後囚子 の 検 討一 NK 細胞 サ グ セ ッ 1・の 解析
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［口的1抗カル ジオ リピ ン抗体 （aCL ）は 、 血 栓症 、 反

復流死産患者 に 検出されるこ とが明らか に されて

い る 。 こ の aCL の 測定 に は cofactor で あ る

βS2glycopretein　1（β2GPI ）が必要で あり 、 β2GPI 依存

性aCL が反復流死産患者 の そ の 後 の 妊娠 の 重 要な

risk　factorで あ る こ とを報告 して きた 。 構造変化を

起 こ し た β2GPI 分 チ上 に aCL の epitope が 発現される

と推定 され る。一方、lupus　anticoagulant （LA ）は

factor　X
，
　prothrombin， もしくは β2GPI 等の凝 固制御

蛋 白を認識する と考え られて おり、
aCL とLA は 各 々

別の cpitopc を認識 して い るよ うで ある。 今回は 、

反復流死産患者に おける抗β2GPI 抗体 及び LA の 出

現頻度 とそ の 相互 関係、及び、それ らの 臨床的意

義に つ い て検討 した 。 【方法］対象は 195例の原因不

明の反復流死産患者で ある 。
LA は 5倍希釈APTr 法

で 測定 した 。
100人の 健常人の mean ＋3SD以 ヒ延 長

して い る場合を陽性 とした 。 抗β2GPI抗体は 、 酸化

処理 した microtiter 　plateを用 い たELISA 法 に よ っ て

測定 した 。
100人の 健常人の 99％信頼限界をcut　off

と定めた。【成績】195例 の 反復流死 産患者の うち22

例 （11．3 ％）がLA 陽件、19例 （9．7 ％）が抗β2GPI 抗体

陽性であ っ た 。 うち7例（3．6 ％）が両者と も陽性で あ

っ た 。
22例の LA 陽性例の うち9例は seL

−
〔｝nd ・trimester

に おける IUFD の 既往があ っ た 。 1結論】LA 及び抗

β2GPI抗体共 に反復流死産患者に有意に 高頻度に認

め られたが 、 それ ぞれ の 陽性者は必ず しも一致 し

て い なか っ た こ とよ り、臨床的 に は各 々 の 測定が

同時に必要と思 われ る 。 また 、 抗β2GPI 抗体は初期

流産に よ り強 く関係 して お り、
LA は 、

　 sccond

trimester の 子宮内胎児死亡 と関係 して い る可能性が

示 された 。

【目的 】母児接点 で あ る 脱落膜中に は NK （natural

killer）活性 を 有す る CD56 細 胞 が 非 常 に 多 く存在

し ， 免疫 学的妊娠 維持 の 成否 に 深 く関与して い る 。

今回我 々 は ， 非妊 時末梢 血 に お け る NK 細胞 の 表

面抗原 の 発現 率の 差 が そ の 後 の 妊娠予後 の 予知 に

有用 で あ る か ど うか を検討 し た 。

【方 法 】対 象は 同意 の 得 られ た原因不 明 反復流産

患 者42 例 で あ る 。非 妊 時 の 末梢 血中 リ ン パ 球 に お

け る NK 細胞 の subset を CD56
，
CD16 の 2 種類の モ

ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を用い た two −color 　flvw　cytQ −

metry 法 に て解 析し ， 次 回 妊 娠帰 結 と各抗 原 の 発現

率 と の 関連に つ い て 検討 し た 。尚， 全 例無治療 に

て 妊娠経過 を観察 し た 。

【成績 】  対象42例中24例 の 次回 妊娠 は 正 常に経

過（NP ）， 18名は 流産 （SA ）した 。　NP に お け る非 妊

時 の CD56 （＋）16（
一
）は 6．1 ± 4．1％ で あ り

，
SA の 10，17

± 4．2 ％ に 比 較 し て 有 意 に 低 値 で あ っ た。 （p 〈OD1 ）

そ の 他 の subset に 関 し て は 2 群 間 に 有意な差 を認

め な か っ た 。  非妊 時 の CD56 （＋）細胞 の 割 合 で 比

較する と 皿 ： 8．7 土 4．3 ％ ， SA ： 13．7 ± 5．3％ と有意

差 を認めた。 （P 〈 0．01）  CD56 （＋）の cut ・ff 値

を 12．5％ と設定 し
，
そ の 後の 妊 娠帰結 の 予知能 に つ

い て 検討す る と Sensitivity： 72．4％ ，　 Specificity

：76．9％ ， Positive　 pTedictive　value ：87．5％ の 結

果 を得た。

【結論 】原因不 明反復流産患者 に お い て ， 非妊 時

末 梢血 中 リ ン パ 球 に お け る CD56 陽性細胞の 占め る

割合 は 次回 妊 娠帰結 の 予知因子 と し て の 有用 で あ

る こ と が示 唆 され た 。 こ の こ と は免疫学的反 復流

産 の 診断的 パ ラ メ
ー

タ
ーと な る 可能性 を秘 め て い

る と考 え られ た 。
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